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中
国
研
究
集
刊 

剣
号
（
総
五
十
五
号
）
平
成
二
十
四
年
十
二
月　

五
四
︱
七
九
頁

浙
江
大
学
蔵
戦
国
楚
簡
の
真
偽
問
題

福
田
哲
之

一
、
浙
江
大
学
蔵
戦
国
楚
簡
の
概
要

浙
江
大
学
蔵
戦
国
楚
簡
（
以
下
、
浙
大
楚
簡
と
略
記
）
は
二
〇

〇
九
年
に
浙
江
大
学
芸
術
与
考
古
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
、
二
〇
一

一
年
十
二
月
に
浙
江
大
学
出
版
社
か
ら
正
式
報
告
書
で
あ
る
曹
錦

炎
編
著
『
浙
江
大
学
蔵
戦
国
楚
簡
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
や
や
長
文

に
わ
た
る
が
、
は
じ
め
に
曹
氏
に
よ
る
同
書
の
「
前
言
」
に
も
と

づ
き
概
要
を
記
し
て
お
く
。

浙
大
楚
簡
は
二
〇
〇
九
年
夏
に
校
友
朱
国
英
氏
が
設
立
し

た
金
蘭
基
金
の
寄
贈
を
受
け
、
浙
江
大
学
芸
術
与
考
古
博
物

館
に
収
蔵
さ
れ
た
。
竹
簡
の
整
理
作
業
と
と
も
に
、
竹
簡
の

残
片
・
竹
簡
が
残
存
し
て
い
た
彩
絵
漆
篋
の
木
芯
残
片
・
漆

皮
・
篋
の
内
部
か
ら
伴
出
し
た
竹
簡
に
付
着
し
て
い
た
草
麻

類
植
物
の
四
者
を
試
料
と
し
て
提
供
し
、
科
学
的
な
検
測
を

進
め
た
。
二
〇
〇
九
年
十
一
月
中
旬
に
北
京
大
学
考
古
文
博

学
院
実
験
室
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
北
京
大
学
加
速
器
質
譜

（
Ａ
Ｍ
Ｓ
）
碳‒

14
測
試
報
告
」
に
よ
れ
ば
、
検
測
し
た
四
者

の
測
定
結
果
を
総
合
す
る
と
、
竹
簡
の
年
代
は
お
よ
そ
紀
元

前
三
四
〇
年
前
後
で
、
竹
簡
の
墓
葬
年
代
は
そ
れ
よ
り
や
や

降
り
、
竹
簡
の
文
字
の
書
風
お
よ
び
彩
絵
漆
篋
の
形
製
・
紋

飾
が
示
す
時
代
特
徴
と
も
符
合
す
る
。

さ
ら
に
竹
簡
の
科
学
鑑
定
を
進
め
る
た
め
に
、
二
〇
一
〇

年
十
月
竹
簡
残
片
に
つ
い
て
、
上
海
博
物
館
に
委
託
し
復
旦

大
学
に
依
頼
し
て
竹
簡
の
墨
跡
の
顕
微
鏡
に
よ
る
分
析
を
加

（ 54 ）



え
、
同
時
に
摸
造
さ
れ
た
漢
簡
の
残
片
と
比
較
し
た
結
果
、

電
子
顕
微
鏡
写
真
の
組
織
構
造
は
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
で

あ
っ
た
。
一
方
、
浙
大
楚
簡
の
墨
跡
の
顕
微
鏡
写
真
は
上
博

楚
簡
と
一
致
し
た
。
二
〇
一
一
年
三
月
に
浙
江
大
学
材
料
系

に
委
託
し
竹
簡
の
降
解
検
測
お
よ
び
墨
跡
分
析
を
行
な
い
、

分
析
結
果
を
岳
麓
書
院
蔵
簡
検
測
の
資
料
と
参
照
し
、
こ
れ

ら
の
楚
簡
が
偽
物
で
は
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
竹
簡
は
浙
江
大
学
に
入
蔵
さ
れ
た
時
に
彩
絵
漆

篋
中
に
あ
っ
た
が
、
も
と
も
と
す
べ
て
が
篋
中
に
あ
っ
た
も

の
か
否
か
は
知
ら
れ
な
い
。
整
理
完
了
時
点
に
お
け
る
竹
簡

点
数
は
三
二
四
点
、
綴
合
復
原
の
結
果
、
も
と
の
完
全
な
簡

は
お
よ
そ
百
六
十
枚
前
後
と
推
測
さ
れ
る
。

竹
簡
の
長
さ
は
、
大
部
分
の
完
簡
（
綴
合
後
の
も
の
を
含

む
）
は
二
十
三
セ
ン
チ
前
後
、
ほ
ぼ
戦
国
尺
の
一
尺
と
合
致

す
る
。
竹
簡
の
頭
・
端
は
平
斉
、
契
口
は
な
く
書
写
さ
れ
た

文
字
の
位
置
に
よ
れ
ば
二
編
と
見
な
さ
れ
る
が
、
編
縄
の
痕

跡
は
明
瞭
で
は
な
い
。
別
の
三
本
の
『
日
書
』
の
簡
長
は
お

よ
そ
三
十
セ
ン
チ
で
、
簡
の
上
端
は
平
斉
、
下
端
は
尖
弧
状

を
呈
し
て
お
り
、
き
わ
め
て
特
殊
で
初
見
に
属
す
る
。

整
理
の
結
果
、
浙
大
楚
簡
の
内
容
は
、
古
書
・
日
書
・
卜

筮
祭
禱
・
遣
策
の
四
種
に
分
類
さ
れ
る
。

（
一
）
古
書

『
春
秋
左
氏
伝
』
襄
公
九
年
か
ら
襄
公
十
年
（
未
完
）、
竹

簡
一
二
四
点
（
写
真
の
み
残
存
す
る
二
点
の
残
簡
を
含
む
）、

別
に
十
三
点
の
重
複
す
る
内
容
（
あ
る
い
は
別
本
）
の
残
簡

が
あ
り
、
字
数
は
三
千
一
百
以
上
に
の
ぼ
る
。

（
二
）
日
書

三
簡
か
ら
な
り
、
各
簡
の
文
字
は
正
背
両
面
に
連
続
し
て

書
写
さ
れ
、
内
容
か
ら
『
玉
勺
』
と
『
四
日
至
』
と
の
二
篇

に
分
け
ら
れ
る
。

『
玉
勺
』
篇
は
二
簡
か
ら
な
り
、
一
号
簡
の
簡
首
に
「
玉

勺
」
と
題
さ
れ
、
内
容
は
十
二
支
を
序
と
し
、
日
々
の
斗
柄

が
指
す
天
象
位
置
、
い
わ
ゆ
る
北
斗
の
行
を
記
載
す
る
。
二

号
簡
の
内
容
は
専
ら
楚
国
の
「
冬

」
月
に
つ
い
て
日
々
の

斗
柄
が
指
す
天
象
位
置
を
記
載
す
る
。

『
四
日
至
』
は
一
簡
の
み
で
、
簡
首
に
「
四
日
至
」
と
題

さ
れ
、
内
容
は
「
日
至
」
時
の
干
支
日
の
違
い
に
よ
っ
て
現

れ
る
異
な
っ
た
物
候
を
記
し
て
お
り
、
占
卜
の
時
の
参
照
に

供
し
た
、
古
代
の
い
わ
ゆ
る
「
占
候
」
で
あ
る
。

（
三
）
卜
筮
祭
禱

一
本
の
完
整
簡
以
外
、
他
の
竹
簡
は
す
べ
て
断
簡
で
、
綴

合
後
二
十
点
。
内
容
は
墓
主
の
生
前
の
卜
筮
祭
禱
の
記
録
で

あ
る
。

（
四
）
遣
策

（ 55 ）



一
本
の
完
整
簡
以
外
、
他
の
竹
簡
は
す
べ
て
断
簡
で
、
綴

合
後
三
十
三
点
。
内
容
は
随
葬
物
品
の
目
録
で
あ
る
。

二
、
邢
文
「
浙
大
蔵
簡
辨
偽
」
と
真
偽
論
争

こ
れ
ま
で
新
出
土
文
献
の
報
告
書
が
公
表
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
直

後
か
ら
連
日
に
わ
た
っ
て
、
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
や
復
旦
大

学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
な
ど
の
出
土
文
献
関
係
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
文
字
の
釈
読
や
残
簡
の
綴
合
に
か
か
わ
る
多
く
の

札
記
類
が
掲
載
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
回
の

浙
大
楚
簡
に
関
し
て
は
そ
う
し
た
現
象
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
ず
、

ほ
と
ん
ど
の
研
究
者
が
沈
黙
し
た
ま
ま
と
い
う
異
例
の
状
態
が
続

い
た
。
も
っ
と
も
、
浙
大
楚
簡
が
偽
簡
ら
し
い
と
の
噂
は
、
す
で

に
公
表
以
前
か
ら
筆
者
も
耳
に
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
状
況
は
中

国
側
研
究
者
の
多
く
が
、
浙
大
楚
簡
に
対
し
て
き
わ
め
て
慎
重
な

態
度
を
と
っ
て
い
る
こ
と
を
端
的
に
示
す
も
の
と
理
解
さ
れ
た
。

そ
う
し
た
中
、
い
わ
ば
沈
黙
を
破
る
か
た
ち
で
『
光
明
日
報
』

二
〇
一
二
年
五
月
二
十
八
日
第
十
五
版
「
国
学
」
お
よ
び
『
光
明

日
報
』
二
〇
一
二
年
六
月
一
日
第
十
五
版
「
国
学
」
に
掲
載
さ
れ

た
の
が
、
邢
文
氏
の
「
浙
大
蔵
簡
辨
偽
（
上
・
下
）」（
以
下
、

「
辨
偽
」
と
略
記
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
浙
大
蔵
簡
辨
偽
（
上
）

―
楚
簡
《
左
伝
》」

　
（
導
言
）

一
、
浙
大
蔵
簡
及
其
意
義

二
、
楚
簡
《
左
伝
》
辨
偽

　
（
一
）
形
制

　
　
　

１
、
竹
簡
没
有
契
口
・
編
縄
。

　
　
　

２
、
竹
簡
長
短
不
一
。

　
　
　

３
、
竹
簡
寛
窄
不
一
。

　
　
　

４
、
章
末
或
節
末
的
竹
簡
多
為
短
簡
。

　
（
二
）
内
容

　
　
　

１
、
故
意
妄
改
。

　
　
　
　
（
１
）
人
名

　
　
　
　
（
２
）
星
名

　
　
　
　
（
３
）
拠
現
代
人
思
路
、
望
文
生
義
的
妄
改

　
　
　

２
、
将
錯
就
錯
。

　
　
　

３
、
卦
画

　
（
三
）
鑑
定

（ 56 ）



「
浙
大
蔵
簡
辨
偽
（
下
）

―
戦
国
書
法
」

　

上
篇
回
顧

三
、
戦
国
書
法
辨
偽

　
（
一
）
章
法

　
　
　

１
、
断
簡
拚
接
後
字
距
過
大
。

　
　
　

２
、
簡
首
残
而
字
不
残
。

　
　
　

３
、
簡
尾
残
而
字
不
残
。

　
　
　

４
、
簡
辺
残
却
仍
見
応
該
残
去
的
標
点
符
号
。

　
（
二
）
結
字

　
　
　

１
、
中
宮
：
不
明
主
筆
、
失
守
中
宮
。

　
　
　

２
、
上
下
：
下
不
承
上
、
上
不
覆
下
。

　
　
　

３
、
左
右
：
左
亏
右
欠
、
不
守
正
法
。

　
　
　

４
、
拚
凑
：
偏
旁
拚
凑
、
錯
字
連
篇
。

　
　
　

５
、
簡
体
：
拠
簡
体
字
、
拚
凑
古
字
。

　
　
　

６
、
失
真
：
草
写
失
度
、
字
形
失
真
。

　
（
三
）
筆
法

　
　
　

１
、
釘
頭
・
牛
頭
。

　
　
　

２
、
尖
頭
・
鼠
尾
。

　
　
　

３
、
墜
尾
・
拖
尾
。

　
　
　

４
、
蜂
腰
・
鶴
膝
。

　
　
　

５
、
折
木
・
柴
担
。

　
　
　

６
、
鋸
歯
・
散
鋒
。

　
　
　

７
、
游
絲
・
墨
猪
。

　
　
　

８
、
病
筆
薈
萃
。

四
、
結
束
語

邢
氏
は
ま
ず
上
篇
「
一
、
浙
大
蔵
簡
及
其
意
義
」
に
お
い
て

『
浙
江
大
学
蔵
戦
国
楚
簡
』
の
「
序
」
お
よ
び
「
前
言
」
が
記
す

浙
大
楚
簡
の
鑑
定
結
果
と
学
術
的
意
義
を
確
認
し
た
上
で
、「
二
、

楚
簡
《
左
伝
》
辨
偽
」
で
は
、
竹
簡
の
形
制
、
内
容
お
よ
び
鑑
定

の
三
方
向
か
ら
問
題
点
を
挙
げ
て
偽
簡
た
る
証
拠
を
示
し
、
続
く

下
篇
「
三
、
戦
国
書
法
辨
偽
」
で
は
、
書
法
を
中
心
に
章
法
・
結

字
・
筆
法
の
三
点
に
わ
た
っ
て
詳
細
な
分
析
を
加
え
、
戦
国
書
法

の
面
か
ら
も
到
底
真
簡
と
は
見
な
し
が
た
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。

そ
し
て
「
四
、
結
束
語
」
で
は
、
整
理
者
の
資
料
整
理
に
か
か
わ

る
成
果
と
貢
献
を
評
価
し
な
が
ら
も
、
偽
簡
が
社
会
に
お
よ
ぼ
す

悪
影
響
を
厳
し
く
糾
弾
し
、
稿
を
結
ん
で
い
る
。

そ
の
後
、
こ
の
邢
氏
の
批
判
に
対
す
る
曹
錦
炎
氏
の
反
論
「
浙

大
楚
簡
毋
庸
置
疑

―
从
文
本
角
度
論
浙
大
楚
簡
的
真
実
性
」

（
以
下
、「
毋
庸
置
疑
」
と
略
記
）
が
同
じ
く
『
光
明
日
報
』
二
〇

（ 57 ）



一
二
年
六
月
十
八
日
第
十
五
版
「
国
学
」
に
掲
載
さ
れ
、
さ
ら
に

そ
れ
を
受
け
た
邢
氏
の
再
批
判
「
浙
大
蔵
簡
再
辨
偽

―
文
本
復

原
的
関
聯
性
与
浙
大
偽
簡
再
批
判
」（
以
下
、「
再
辨
偽
」
と
略

記
）
が
『
光
明
日
報
』
二
〇
一
二
年
六
月
二
十
五
日
第
十
五
版

「
国
学
」
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
浙
大
楚
簡
の
真
偽
問
題

は
『
光
明
日
報
』
紙
上
を
舞
台
と
し
た
論
争
に
発
展
し
て
き
た
の

で
あ
る
。

曹
氏
の
「
毋
庸
置
疑
」
を
読
ん
で
筆
者
が
疑
問
に
感
ず
る
の

は
、
邢
氏
が
提
起
し
た
中
心
的
な
論
点
で
あ
る
形
制
や
書
法
の
問

題
に
対
す
る
曹
氏
の
具
体
的
な
反
論
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
お
ら

ず
、
そ
の
副
題
に
も
示
さ
れ
る
と
お
り
、
専
ら
「
文
本
角
度
」
す

な
わ
ち
テ
キ
ス
ト
本
文
の
問
題
に
論
点
が
移
行
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
邢
氏
も
「
再
辨
偽
」
の
冒
頭
部
に
お
い
て
そ
の
点
を
指
摘

し
て
い
る
が
、
結
果
的
に
は
曹
氏
の
反
論
に
応
ず
る
か
た
ち
で
、

論
述
の
大
半
が
個
別
の
本
文
の
検
討
に
費
や
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
本
文
の
問
題
は
論
者
の
解
釈
に
左
右

さ
れ
る
面
が
大
き
い
た
め
、
議
論
の
か
み
合
わ
な
い
水
掛
け
論
に

陥
る
危
険
性
が
あ
り
、
し
か
も
い
く
ら
本
文
の
古
態
性
を
指
摘
し

て
も
、
偽
造
の
可
能
性
を
完
全
に
排
除
で
き
ず
、
論
争
の
結
着
に

つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
む
し
ろ
浙
大
楚
簡
の
真
偽
問

題
の
検
討
に
お
い
て
は
、
ま
ず
第
一
に
そ
の
本
文
が
い
か
な
る
素

材
に
ど
の
よ
う
に
書
写
さ
れ
て
い
る
か
と
い
っ
た
、
ハ
ー
ド
面
へ

の
着
目
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
邢
氏
が

「
辨
偽
」
に
お
い
て
指
摘
し
た
形
制
や
章
法
な
ど
論
点
は
、
慎
重

に
検
証
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
を
棚
上
げ
に
し
た
ま
ま

本
文
の
問
題
に
論
点
を
移
す
こ
と
は
、
い
た
ず
ら
に
議
論
の
混
乱

を
招
く
結
果
と
な
ろ
う
。

以
下
で
は
こ
う
し
た
意
図
か
ら
、「
辨
偽
」
の
中
で
と
く
に
重

要
と
思
わ
れ
る
論
点
を
中
心
に
検
証
を
加
え
、
併
せ
て
若
干
の
補

足
を
試
み
て
み
た
い
。

三
、
簡
長
に
か
か
わ
る
疑
点

本
章
で
は
邢
文
氏
が
「
辨
偽
（
上
）」
の
「（
一
）
形
制
」
に
お

い
て
指
摘
し
た
四
つ
の
論
点
の
中
か
ら
「
２
、
竹
簡
長
短
不
一
」

を
取
り
上
げ
る
。

邢
氏
は
『
左
伝
』
の
簡
68
～
簡
70
お
よ
び
簡
106
～
簡
110
を
例
示

し
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
完
簡
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
簡
70

お
よ
び
簡
109
に
は
そ
れ
ぞ
れ
前
後
の
簡
と
の
間
に
お
よ
そ
一
㎝
の

長
短
の
差
異
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
正
常
な
戦
国
期
の
簡

冊
の
形
制
と
合
致
し
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
て
曹
錦
炎
氏
は
「
毋
庸
置
疑
」
の
中
で
、

至
於
《
邢
文
》
所
謂
竹
簡
尺
寸
不
一
、
無
契
口
・
無
編
繩
痕

跡
等
情
況
、
凡
是
讀
過
考
古
報
告
或
見
過
考
古
發
掘
品
的
讀
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者
、
都
能
找
到
出
處
。

と
述
べ
、
竹
簡
尺
寸
不
一
お
よ
び
無
契
口
・
無
編
繩
痕
跡
な
ど
の

状
況
は
、
す
べ
て
考
古
報
告
や
考
古
発
掘
品
に
見
い
だ
す
こ
と
が

で
き
る
と
反
論
す
る
。

た
し
か
に
出
土
簡
牘
の
中
に
は
同
一
篇
の
竹
簡
で
も
相
互
に
数

ミ
リ
単
位
の
簡
長
差
を
示
す
例
が
あ
り
、
出
土
後
の
竹
簡
の
伸
縮

な
ど
を
考
慮
す
れ
ば
、
曹
氏
の
発
言
も
一
概
に
は
否
定
で
き
な
い

面
が
あ
る
。
し
か
し
浙
大
楚
簡
の
中
に
は
、
そ
の
よ
う
な
説
明
で

は
到
底
理
解
す
る
こ
と
の
困
難
な
数
セ
ン
チ
単
位
の
簡
長
差
を
も

つ
例
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
具
体
的
に
『
左
伝
』

の
簡
51
と
簡
59
の
二
例
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
（
以
下
と
く
に
断

ら
な
い
場
合
の
編
号
は
す
べ
て
『
左
伝
』
の
編
号
を
示
す
）。

ま
ず
簡
51
か
ら
見
て
い
く
。
は
じ
め
に
本
文
を
確
認
す
る
た
め

に
、
簡
50
・
簡
51
・
簡
52
の
釈
文
お
よ
び
対
応
す
る
通
行
本
の
本

文
を
引
用
す
る
（
注
1
）
。

［
釈
文
］

乃
許
鄭
成
。
┛【
簡
50
】
十
一
月
〓
己
亥
、
同
盟
於
戯
（
戲
）、

鄭
箙
（
服
）
也
。

（
將
）
明
（
盟
）、
鄭
六
【
簡
51
】
卿
、

公
子
騑
・
公
子
發
・
公
子
嘉
・
公
孫
輒
・
公
孫
蠆
・

【
簡
52
】

［
通
行
本
］

…
…
乃
許
鄭
成
。
十
一
月
己
亥
、
同
盟
于
戲
、
鄭
服
也
。
將

盟
、
鄭
六
卿
、
公
子
騑
・
公
子
發
・
公
子
嘉
・
公
孫
輒
・
公

孫
蠆
・
…
…

簡
50
・
簡
51
・
簡
52
の
本
文
は
通
行
本
と
対
応
し
て
お
り
、
文

脈
の
面
か
ら
も
本
文
の
缺
失
は
想
定
し
難
い
。
一
方
、
竹
簡
の
状

況
を
見
る
と
、
簡
50
に
は
襄
公
九
年
十
月
の
「
諸
侯
伐
鄭
」
の
記

事
の
末
尾
四
字
「
乃
許
鄭
成
」
が
書
写
さ
れ
、
そ
の
後
に
章
段
の

末
尾
を
示
す
符
号
（
墨
鉤
）
が
あ
る
。
そ
し
て
次
の
簡
51
か
ら

「
十
一
月
己
亥
」
の
記
事
に
移
り
、
簡
52
に
は
鄭
の
六
卿
の
五
人

目
ま
で
が
書
写
さ
れ
て
い
る
［
図
１
］
（
注
2
）
。

『
浙
江
大
学
蔵
戦
国
楚
簡
』
に
は
『
左
伝
』
の
各
簡
の
簡
長
の

デ
ー
タ
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
具
体
的
な
数
値
は
不
明
で
あ
る
が
、

参
考
ま
で
に
原
寸
に
近
い
と
思
わ
れ
る
同
書
の
図
版
に
よ
っ
て
簡

50
・
簡
51
・
簡
52
の
数
値
を
示
す
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
注
3
）
。

簡
50　

七
・
五
㎝
、
短
簡

簡
51　

一
九
・
六
㎝
（
一
七
・
三
㎝
＋
二
・
三
㎝
）、
短
簡

（
綴
合
）

簡
52　

二
三
・
四
㎝
、
完
簡

曹
氏
の
「
前
言
」
に
よ
れ
ば
完
簡
の
簡
長
は
二
三
㎝
前
後
で
あ

り
、
仮
に
簡
50
の
後
に
簡
51
が
接
続
し
て
い
た
と
す
る
と
、
合
計

が
二
七
・
一
㎝
と
な
り
完
簡
の
簡
長
を
四
㎝
近
く
超
過
す
る
た

め
、
こ
の
想
定
は
成
り
立
た
な
い
。
簡
50
を
見
る
と
符
号
（
墨

鉤
）
の
後
は
空
白
に
な
っ
て
い
た
形
跡
が
う
か
が
わ
れ
、
同
様
の
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［
図
１
］
簡
50
・
簡
51
・
簡
52

［
図
２
］
簡
58
・
簡
59
・
簡
60
・
簡
61
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状
況
は
簡
38
に
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
簡
50
の
本
文
は
「
乃

許
鄭
成
」
の
四
字
で
終
わ
り
、
符
号
（
墨
鉤
）
の
後
に
文
字
は
書

写
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
簡

51
は
現
存
簡
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、「
十
一
月
〓
己
亥
」
か
ら
開

始
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
確
認
さ
れ
る
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
簡
51
・
簡
52
の
本
文
は
連
続
す
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
簡
51
の
簡
長
が
完
簡
に
対
し
て
お
よ
そ
四
㎝

短
い
点
で
あ
る
。
簡
51
末
尾
は
「
六
」
字
の
最
後
の
部
分
が
少
し

缺
け
た
よ
う
に
な
っ
て
い
る
た
め
若
干
の
竹
簡
の
缺
損
を
想
定
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
考
慮
す
る
と
し
て
も
や
は
り

三
㎝
前
後
の
差
異
を
生
じ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

同
様
の
現
象
は
、
簡
59
に
も
認
め
ら
れ
る
。
は
じ
め
に
簡
58
か

ら
簡
61
ま
で
の
釈
文
を
通
行
本
と
併
せ
て
引
用
す
る
。

［
釈
文
］

［
享
］
亓
（
其
）
土
利
、
夫
帚
（
婦
）
辛
苦

（
墊
）
嗌

（
隘
）、
無
所
氐
（
厎
）
告
。
自
含
（
今
）
日
既
盟
之
【
簡

58
】

（
後
）、
鄭
國
而
不
唯
又
（
有
）【
簡
59
】
禮
與

（
彊
）
可

（
以
）
疕
（
庇
）
民
者
是

（
從
）、
而
敢
有
異

志
者
、
亦
如
是
。【
簡
60
】
荀
偃
曰
、
改
載
書
。
公
孫
舍
之

曰
、
昭
｛
之
｝
大
神
要
言

（
焉
）。
若
【
簡
61
】

［
通
行
本
］

…
…
享
其
土
利
、
夫
婦
辛
苦
墊
隘
、
無
所
厎
告
。
自
今
日
既

盟
之
後
、
鄭
國
而
不
唯
有
禮
與
彊
可
以
庇
民
者
是
從
、
而
敢

有
異
志
者
、
亦
如
之
。
荀
偃
曰
、
改
載
書
。
公
孫
舍
之
曰
、

昭
大
神
要
言
焉
。
若
…
…

こ
こ
で
は
便
宜
上
、
簡
58
か
ら
簡
61
ま
で
を
挙
げ
た
が
、
竹
簡

の
本
文
は
、
先
に
引
用
し
た
簡
52
以
降
も
基
本
的
に
通
行
本
と
対

応
し
て
お
り
、
釈
文
に
も
大
き
な
缺
脱
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。

一
方
、
竹
簡
の
状
況
を
見
る
と
、
簡
52
の
完
簡
の
後
、
簡
53
か

ら
簡
58
ま
で
の
六
簡
は
い
ず
れ
も
残
簡
を
綴
合
し
て
完
簡
の
状
態

に
復
原
し
た
整
簡
で
あ
り
、
次
の
簡
59
は
完
簡
の
半
分
以
下
の
長

さ
の
短
簡
、
続
く
簡
60
・
簡
61
は
残
簡
を
綴
合
し
て
完
簡
の
状
態

に
復
原
し
た
整
簡
と
な
っ
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
図
版
か
ら
計
測

し
た
簡
52
か
ら
簡
61
ま
で
の
簡
長
を
記
し
て
お
こ
う
。

簡
52　

二
三
・
四
㎝
、
完
簡

簡
53　

二
三
・
三
㎝
、
整
簡
（
綴
合
）

簡
54　

二
三
・
三
㎝
、
整
簡
（
綴
合
）

簡
55　

二
三
・
三
㎝
、
整
簡
（
綴
合
）

簡
56　

二
三
・
五
㎝
、
整
簡
（
綴
合
）

簡
57　

二
三
・
四
㎝
、
整
簡
（
綴
合
）

簡
58　

二
三
・
四
㎝
、
整
簡
（
綴
合
）

簡
59　

一
〇
・
三
㎝
、
短
簡

簡
60　

二
三
・
四
㎝
、
整
簡
（
綴
合
）

簡
61　

二
三
・
三
㎝
、
整
簡
（
完
簡
）
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簡
52
は
途
中
に
断
裂
の
な
い
完
簡
で
あ
り
、
こ
れ
を
基
準
と
し

て
簡
53
か
ら
簡
58
ま
で
の
六
簡
の
復
原
の
妥
当
性
が
確
認
さ
れ

る
。
一
方
、
簡
60
・
簡
61
は
ど
ち
ら
も
残
簡
を
綴
合
し
た
整
簡
で

あ
る
が
、
簡
61
は
断
裂
箇
所
が
「
之
」
字
の
上
に
か
か
っ
て
い
る

た
め
、
も
と
も
と
完
簡
で
あ
っ
た
こ
と
が
物
理
的
に
裏
付
け
ら

れ
、
こ
れ
を
基
準
と
し
て
そ
の
前
の
簡
60
に
つ
い
て
も
復
原
の
妥

当
性
が
確
認
さ
れ
る
［
図
２
］。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
簡
58
・
簡
59
・
簡
60
の
本
文
が
連

続
し
、
し
か
も
簡
58
お
よ
び
簡
60
が
い
ず
れ
も
完
簡
と
し
て
復
原

さ
れ
る
た
め
、
そ
の
間
の
簡
59
は
前
後
の
ど
ち
ら
の
簡
と
も
綴
合

関
係
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
、
簡
長
が
半
分
以
下
の
短
簡
の
ま
ま

取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う
点
で
あ
る
。

『
左
伝
』
に
は
こ
の
よ
う
な
、
本
文
は
連
続
す
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
前
後
の
竹
簡
と
の
綴
合
を
想
定
し
難
い
、
い
わ
ば
行
き
場
の

な
い
短
簡
の
例
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
長
さ
の
異
な
る
竹
簡

が
、
冊
書
と
し
て
ど
の
よ
う
に
編
綴
さ
れ
て
い
た
の
か
困
惑
せ
ざ

る
を
得
な
い
が
、
仮
に
契
口
や
編
繩
痕
が
見
え
な
い
こ
と
と
関
連

づ
け
て
、
そ
も
そ
も
『
左
伝
』
は
編
綴
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
推
測
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
で
は
な
ぜ
編
綴
し
な
い

長
短
ま
ち
ま
ち
の
竹
簡
に
連
続
し
て
本
文
を
書
写
す
る
必
要
が

あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
別
の
問
題
に
逢
着
す
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
短
簡
も
も
と
は
二
三
㎝
前
後
の
簡
長
を
も

ち
、
本
文
の
後
は
空
白
に
な
っ
て
い
た
と
仮
定
し
た
場
合
も
、
な

ぜ
そ
の
よ
う
な
不
自
然
な
位
置
に
空
白
が
必
要
で
あ
っ
た
か
に
つ

い
て
、
合
理
的
な
説
明
を
与
え
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
さ
ら
に

浙
大
楚
簡
自
体
に
も
、
文
章
途
中
の
空
白
の
存
在
を
裏
付
け
る
よ

う
な
形
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
簡
長
の
み
の
問
題
に
限
っ
て
も
、
浙
大
楚
簡
に
は

こ
れ
ま
で
に
公
表
さ
れ
た
出
土
簡
牘
に
は
見
ら
れ
な
い
不
可
解
な

現
象
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四
、
章
法
に
か
か
わ
る
疑
点

邢
文
氏
の
論
点
の
中
で
簡
長
の
問
題
と
と
も
に
注
目
さ
れ
る
の

が
、「
辨
偽
（
下
）」
の
「（
一
）
章
法
」
に
掲
げ
ら
れ
た
以
下
の

四
項
目
で
あ
る
（
丸
括
弧
は
邢
氏
が
論
文
中
に
具
体
例
と
し
て
挙

げ
た
『
左
伝
』
の
編
号
）。

１
、
断
簡
拚
接
後
字
距
過
大
。（
簡
68
・
簡
106
）

２
、
簡
首
残
而
字
不
残
。（
簡
104
・
簡
32
）

３
、
簡
尾
残
而
字
不
残
。（
簡
72
）

４
、
簡
返
残
却
仍
見
応
該
残
去
的
標
点
符
号
。（
簡
72
）

邢
氏
が
指
摘
す
る
ご
と
く
、
こ
こ
に
列
挙
さ
れ
た
諸
例
は
、
浙

大
楚
簡
が
整
治
さ
れ
た
完
簡
で
は
な
く
、
す
で
に
破
損
し
た
状
態

の
残
簡
を
用
い
て
書
写
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
前
章

（ 62 ）



で
取
り
上
げ
た
簡
長
の
問
題
と
同
様
、
偽
簡
で
あ
る
こ
と
を
物
理

的
に
裏
付
け
る
論
拠
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

ま
ず
「
１
、
断
簡
拚
接
後
字
距
過
大
」
は
、
綴
合
さ
れ
た
断
簡

に
お
い
て
下
接
簡
の
第
一
字
の
前
の
字
間
が
不
自
然
に
広
く
空
く

と
い
う
現
象
が
複
数
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
完
簡
を
書
写
し
た
際
に
は
決
し
て
生
じ
得
な
い
現
象
で
あ

り
、
残
簡
を
個
別
に
書
写
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
こ
こ
で
は
さ

ら
に
顕
著
な
例
と
し
て
簡
102
・
簡
110
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

簡
102
で
は
下
段
首
部
（「

」
字
の
前
）［
図
３
］、
簡
110
で
は

上
段
末
部
（「
缶
」
字
の
後
）［
図
４
］
と
そ
れ
ぞ
れ
断
裂
部
に
不

自
然
な
空
白
が
存
在
す
る
。
こ
の
空
白
箇
所
に
文
字
が
存
在
し
た

痕
跡
は
認
め
ら
れ
ず
、『
浙
江
大
学
蔵
戦
国
楚
簡
』
の
釈
文
に
も

缺
字
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
空
白
が
生
じ
た
の
か
が
問
題
と
な
る

が
、
図
版
に
よ
れ
ば
こ
の
部
分
は
両
者
と
も
に
竹
の
繊
維
が
ほ
ぐ

れ
て
さ
さ
く
れ
立
っ
た
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
簡
110
の

「
旬
缶
」
の
「
缶
」
字
と
簡
96
の
「
旬
缶
」
の
「
缶
」
字
と
を
比

較
す
る
と
簡
110
で
は
下
部
の
「

」
部
分
の
墨
線
が
全
く
残
存
し

て
い
な
い
こ
と
に
気
付
く
。
も
と
よ
り
竹
の
繊
維
の
ほ
ぐ
れ
に
よ

る
墨
の
剥
脱
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
上
部
の
か
な
り
明
瞭

な
残
存
状
況
か
ら
み
て
墨
の
痕
跡
が
全
く
認
め
ら
れ
な
い
の
は
不

自
然
で
あ
り
、「
缶
」
字
の
下
部
は
も
と
も
と
書
写
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
（
注
4
）
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
れ
ば
、
簡
102
・
簡
110
の
二
箇
所
の
空
白
は
、
書
き
手
が
墨
の
の

り
に
く
い
当
該
箇
所
を
避
け
た
結
果
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
し
か

も
簡
102
の
上
段
・
下
段
お
よ
び
簡
110
の
上
段
・
中
段
を
そ
れ
ぞ
れ

別
個
に
書
写
し
た
た
め
に
、
綴
合
後
の
不
自
然
さ
を
予
知
で
き
な

か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

次
の
「
２
、
簡
首
残
而
字
不
残
」「
３
、
簡
尾
残
而
字
不
残
」

「
４
、
簡
返
残
却
仍
見
応
該
残
去
的
標
点
符
号
」
の
三
項
目
は
、

い
ず
れ
も
断
裂
の
生
じ
た
残
簡
を
用
い
て
書
写
し
た
結
果
、
目
前

に
あ
る
書
写
面
の
ス
ペ
ー
ス
に
文
字
や
符
号
を
収
め
よ
う
と
す
る

書
き
手
の
無
意
識
の
本
能
に
影
響
さ
れ
て
、
整
治
さ
れ
た
完
簡
で

は
決
し
て
起
こ
り
得
な
い
配
字
上
の
破
綻
が
生
じ
た
例
で
あ
る
。

同
様
の
状
況
は
簡
15
・
簡
90
に
も
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

簡
15
は
竹
簡
の
ほ
ぼ
中
央
に
縦
の
断
裂
が
あ
り
、
中
間
部
は
左

半
分
を
缺
失
す
る
［
図
５
︲
１
］。
釈
文
中
に
傍
点
で
示
し
た
ご

と
く
、
こ
こ
に
は
「
之
」
字
が
五
例
出
現
し
、
第
一
例
お
よ
び
第

五
例
は
完
存
部
に
、
第
二
例
・
第
三
例
・
第
四
例
は
缺
失
部
に
存

在
す
る
。
こ
れ
ら
の
「
之
」
字
の
右
上
か
ら
左
斜
め
下
へ
の
筆
画

に
注
目
す
る
と
、
第
一
例
・
第
五
例
と
比
較
し
て
、
第
三
例
お
よ

び
第
四
例
は
そ
の
角
度
が
不
自
然
で
あ
り
、
す
で
に
左
半
分
が
缺

失
し
た
状
態
の
竹
簡
に
書
写
し
た
た
め
に
、
矢
印
で
示
す
ご
と

く
、
ち
ょ
う
ど
缺
失
部
に
収
筆
が
位
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
推
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簡
110
放
大
図
版
（
部
分
）

［
図
４
］
簡
110
「

桑
林
旬
缶
／

晏
士
匄
之
曰
青
侯
宋
／

之
觀
豊
有
之
」

簡
102
放
大
図
版
（
部
分
）

簡
96
「
旬
缶
」
放
大
図
版
（
部
分
）

［
図
３
］
簡
102
「
成
一

孟

獻
子
曰
寺
／

所
胃
有
力
」
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［
図
６
︲
２
］
浙
大
楚
簡
の
「
車
」
字
の
比
較

	

簡
90	

簡
7	

簡
100

［
図
６
︲
１
］
簡
90
放
大
図
版
（
部
分
）

［
図
５
︲
１
］
簡
15
「
而
紀
之4

相
土
之4

因
之4

此

之4

／
閲
亓
高

之4

敗
」

［
図
５
︲
２
］
簡
15
「
之
」
字
の
比
較

	

第
一
例	

第
二
例	

第
三
例	

第
四
例	

第
五
例

↑

↑
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測
さ
れ
る
［
図
５
︲
２
］。

次
の
簡
90
で
は
冒
頭
部
分
の
竹
簡
の
左
半
分
が
缺
失
す
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
冒
頭
の
「
車
」
字
の
中
央
の
縦
画
が
残
存
す
る
と

い
う
齟
齬
が
生
じ
て
い
る
［
図
６
︲
１
］
（
注
5
）
。
こ
の
「
車
」
字

を
復
原
す
る
と
文
字
の
中
心
が
右
寄
り
に
位
置
し
た
こ
と
に
な
る

が
、
浙
大
楚
簡
の
他
の
二
例
（
簡
7
・
簡
100
）
の
「
車
」
字
は
簡

の
中
央
に
収
ま
っ
て
お
り
、
簡
90
の
ご
と
き
傾
向
は
認
め
ら
れ
な

い
［
図
６
︲
２
］。
例
え
ば
簡
７
は
一
見
す
る
と
簡
90
と
近
似
す

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
簡
７
の
「
車
」
字
の
縦
画
は
大
き
く
弧

線
を
描
き
つ
つ
起
筆
と
収
筆
と
が
簡
の
中
心
を
と
ら
え
て
お
り
、

簡
90
と
は
様
相
を
異
に
す
る
。
さ
ら
に
「
車
」
字
の
下
部
の
横
画

に
つ
い
て
も
簡
90
は
縦
画
と
の
交
差
が
不
自
然
で
あ
り
、
結
構
上

の
破
綻
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
簡
90
の
「
車
」
字
に
見
え

る
不
自
然
な
現
象
も
、
す
で
に
左
半
分
が
缺
失
し
た
竹
簡
に
書
写

し
た
た
め
に
生
じ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

複
雑
に
断
裂
し
た
残
簡
を
用
い
て
書
物
や
文
書
の
書
写
が
行
わ

れ
る
と
い
う
状
況
は
、
通
常
で
は
決
し
て
起
こ
り
得
ず
、
浙
大
楚

簡
が
真
簡
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
原
因
に
つ
い
て
合
理
的
な
説

明
を
与
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
逆
に
偽
造
者
が
古
代
の
竹
簡

に
見
せ
か
け
る
た
め
に
加
工
処
理
を
施
し
た
と
す
れ
ば
、
邢
文
氏

が
「
辨
偽
（
上
）」
の
「（
一
）
形
制
」
に
お
い
て
指
摘
し
た
、

１
、
竹
簡
没
有
契
口
・
編
縄
。

２
、
竹
簡
長
短
不
一
。

３
、
竹
簡
寛
窄
不
一
。

４
、
章
末
或
節
末
的
竹
簡
多
為
短
簡
。

と
い
う
不
可
解
な
諸
現
象
に
つ
い
て
、
整
合
的
な
理
解
が
可
能
と

な
る
。

戦
国
楚
簡
の
中
に
は
、
包
山
楚
簡
の
ご
と
く
有
字
簡
と
と
も
に

少
な
か
ら
ぬ
量
の
無
字
簡
が
出
土
し
た
例
が
報
告
さ
れ
て
い

る
（
注
6
）
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、
炭
素
14
測
定
を
ご
ま

か
す
た
め
に
、
盗
掘
な
ど
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
無
字
簡
が
偽

簡
の
材
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
可
能
性
も
考
慮
の
余
地
が
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五
、
字
体
に
か
か
わ
る
疑
点

第
三
章
お
よ
び
第
四
章
で
は
、
竹
簡
の
形
制
に
か
か
わ
る
簡
長

や
章
法
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
面
に
着
目
し
、
浙
大
楚
簡
の
疑
点
を
明

ら
か
に
し
た
。
本
章
で
は
、
竹
簡
に
書
写
さ
れ
た
文
字
そ
の
も
の

を
中
心
に
言
語
学
的
な
側
面
か
ら
検
証
を
加
え
て
み
た
い
。

邢
文
氏
は
下
篇
「
三
、
戦
国
書
法
辨
偽
」
の
「（
二
）
結
字
」

お
よ
び
「（
三
）
筆
法
」
に
お
い
て
書
法
的
観
点
か
ら
詳
細
な
分

析
を
加
え
、
浙
大
楚
簡
の
書
法
上
の
問
題
を
具
体
的
に
指
摘
し
て

い
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
独
特
の
書
法
用
語
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が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
書
法
の
専
家
で
な
け
れ
ば

十
分
に
理
解
し
づ
ら
い
面
が
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
戦
国
書
法
に
お

け
る
多
様
性
の
問
題
と
し
て
反
論
す
る
余
地
も
な
し
と
し
な
い
で

あ
ろ
う
（
注
7
）
。
こ
う
し
た
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
む
し
ろ
邢
氏
が

「（
二
）
結
字
」
の
「
５
、
簡
体
：
拠
簡
体
字
、
拚
凑
古
字
」
で
、

簡
体
字
の
影
響
を
受
け
た
と
見
な
さ
れ
る
例
と
し
て
簡
2
の「
彻
」

の
形
体
お
よ
び
簡
25
の
「
今
」
と
「
命
」
と
の
誤
写
を
指
摘
し
た

ご
と
き
字
体
へ
の
着
目
が
、
よ
り
客
観
性
の
高
い
論
拠
と
し
て
有

効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
以
下
で
は
ま
ず
浙
大
楚
簡
の
字
体
に
み
え
る
時
代
的

齟
齬
の
例
と
し
て
、「
侯
」
字
お
よ
び
「
志
」
字
を
取
り
上
げ
る

［
図
７
］
（
注
8
）
。

「
侯
」
字
の
用
例
は
『
左
伝
』
に
二
十
例
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

字
跡
が
不
鮮
明
な
左
121
を
除
外
し
た
十
九
例
を
対
象
と
す
る
。
こ

れ
ら
の
用
例
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
左
附
1
の
み
が
別
体

と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
左
附
1
以
外
の
十
八
例
は
包
山
楚

簡
・
郭
店
楚
簡
・
楚
帛
書
な
ど
と
基
本
的
に
合
致
す
る
が
（
末
尾

［
図
Ⅰ
］
参
照
）
（
注
9
）
、
左
附
1
の
ご
と
く
左
側
を
「
亻
」
に
作

る
形
体
は
漢
代
以
降
で
な
け
れ
ば
見
い
だ
さ
れ
ず
、
前
三
四
〇
年

頃
と
い
う
浙
大
楚
簡
の
推
定
年
代
と
は
、
ど
ん
な
に
早
く
見
積

も
っ
て
も
百
数
十
年
以
上
の
開
き
が
あ
る
。

同
様
の
現
象
は
「
志
」
字
に
も
認
め
ら
れ
る
。
五
例
の
「
志
」

字
の
用
例
の
う
ち
左
113
の
み
が
別
体
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
四
例

は
、
包
山
楚
簡
・
郭
店
楚
簡
な
ど
と
基
本
的
に
合
致
す
る
（
末
尾

［
図
Ⅰ
］
参
照
）。
上
部
を
「
土
」
に
作
る
「
志
」
の
形
体
も
漢
代

以
降
で
な
け
れ
ば
見
い
だ
さ
れ
ず
、
同
様
の
時
代
的
齟
齬
が
指
摘

さ
れ
る
。

［
図
７
］
浙
大
楚
簡
の
用
例
「
侯
」「
志
」

（ 67 ）



こ
う
し
た
時
間
的
問
題
と
同
時
に
留
意
す
べ
き
は
空
間
的
問
題

で
あ
る
。
上
述
の
ご
と
く
「
侯
」
左
附
1
の
左
側
の
「
亻
」
や

「
志
」
左
113
の
上
部
の
「
土
」
の
形
体
は
漢
代
の
隷
書
と
合
致
す

る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
秦
系
文
字
の
形
体
に
も
と
づ
く
隷
変

に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
（
末
尾
［
図
Ⅰ
］
Ａ
〈
秦
系
文

字
〉
参
照
）、［
図
７
］
に
掲
げ
た
他
の
「
侯
」
字
や
「
志
」
字
の

用
例
が
示
す
楚
簡
文
字
の
形
体
か
ら
は
決
し
て
生
じ
得
な
い
。
つ

ま
り
、「
侯
」
左
附
1
や
「
志
」
左
113
に
は
、
時
代
差
の
み
な
ら

ず
地
域
差
と
い
う
面
に
お
い
て
も
重
大
な
齟
齬
が
指
摘
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

戦
国
中
期
の
楚
簡
文
字
の
中
に
時
代
も
地
域
も
異
な
る
漢
代
の

隷
書
（
漢
隷
）
の
要
素
を
も
つ
形
体
が
混
在
す
る
と
い
う
現
象

を
、
言
語
学
的
な
見
地
か
ら
整
合
的
に
説
明
す
る
こ
と
は
お
そ
ら

く
困
難
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
例
も
ま
た
浙
大
楚
簡
が
偽
簡
で
あ
る

こ
と
を
強
く
示
唆
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

以
上
は
字
体
に
か
か
わ
る
個
別
的
な
問
題
で
あ
っ
た
が
、
次
に

体
系
的
な
観
点
か
ら
分
析
を
加
え
て
み
た
い
。
古
代
の
漢
字
に
お

い
て
「

」
と
「

」
と
が
同
系
に
属
し
、
そ
れ
ら
を
構
成
要
素

に
も
つ
系
列
字
の
体
系
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
白
川
静
氏
の
一
連

の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（
注
10
）
。
白
川

氏
の
研
究
は
、
甲
骨
・
金
文
の
字
形
を
も
と
に
中
国
古
代
の
宗
教

儀
礼
（
祝
禱
詛
盟
）
と
文
字
と
の
関
連
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
で
あ
り
、「

」
を
祭
祀
祝
禱
の
器
と
す
る
解
釈
に

つ
い
て
は
な
お
異
説
も
あ
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
「

」
と

「

」
と
が
同
系
に
属
し
、「

」
と
「

」
お
よ
び
「

」
と

「

」
と
の
間
に
、
形
体
上
の
明
瞭
な
区
別
と
そ
れ
ら
を
構
成
要

素
に
も
つ
系
列
字
の
体
系
が
存
在
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
異
論
の

な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

日 口

右
に
簡
略
に
図
示
し
た
ご
と
く
「

」
と
「

」
お
よ
び

「

」
と
「

」
は
後
に
混
淆
し
、
や
が
て
両
者
の
書
き
分
け
は

基
本
的
に
消
滅
す
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
近
年
の
出
土
簡
牘

を
中
心
と
す
る
大
量
の
筆
記
資
料
の
発
見
に
よ
り
、
両
者
の
混
淆

の
過
程
を
具
体
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
あ
ら
た
め
て
論
ず
る
必
要
が
あ
る

が
、
時
代
的
な
変
化
の
過
程
の
み
を
簡
潔
に
述
べ
れ
ば
以
下
の
ご

と
く
で
あ
る
。

戦
国
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
書
写
と
推
定
さ
れ
る
楚
簡
で
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は
両
者
は
明
瞭
に
区
別
さ
れ
て
お
り
、
混
淆
は
認
め
ら
れ
な
い
。

戦
国
末
か
ら
統
一
秦
に
か
け
て
の
書
写
と
推
定
さ
れ
る
秦
簡
に
お

い
て
も
両
者
は
区
別
さ
れ
て
い
る
が
、
一
部
に
や
や
不
明
瞭
な
例

が
見
い
だ
さ
れ
る
。
漢
代
の
資
料
で
は
西
漢
前
期
の
馬
王
堆
漢
墓

帛
書
や
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
な
ど
に
お
い
て
も
両
者
は
基
本
的
に
区

別
さ
れ
て
い
る
が
、
西
漢
末
か
ら
東
漢
初
期
の
書
写
と
推
定
さ
れ

る
武
威
漢
簡
『
儀
礼
』
で
は
両
者
は
ほ
ぼ
同
形
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、「

」
と
「

」
お
よ
び
「

」

と
「

」
と
の
混
淆
は
秦
代
に
萌
芽
し
、
西
漢
後
期
か
ら
東
漢
前

期
に
か
け
て
両
者
の
区
別
は
徐
々
に
消
滅
し
て
い
っ
た
と
み
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
を
書
体
史
の
観
点
か
ら
と
ら
え
れ
ば
、
両
者
の
混
淆
は
漢

隷
の
成
立
と
軌
を
一
に
し
、
戦
国
期
の
古
文
に
お
い
て
は
書
法
上

か
ら
も
明
瞭
で
あ
っ
た
両
者
の
書
き
分
け
が
、
秦
隷
に
も
と
づ
く

隷
変
に
よ
っ
て
同
じ
書
き
方
に
変
化
し
た
た
め
、
漢
隷
に
お
い
て

は
形
体
上
の
区
別
も
消
滅
す
る
に
至
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
変
遷
の
過
程
を
踏
ま
え
れ
ば
、「

」

と
「

」
お
よ
び
「

」
と
「

」
の
書
き
分
け
と
そ
れ
に
も
と

づ
く
系
列
字
の
体
系
の
存
否
を
も
っ
て
、
戦
国
期
の
文
字
資
料
で

あ
る
か
否
か
の
判
別
基
準
と
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ

る
。そ

れ
で
は
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
戦
国
文
字
と
比
較
し
な
が

ら
浙
大
楚
簡
の
文
字
を
分
析
し
て
い
こ
う
。
ま
ず
戦
国
文
字
に
お

け
る
「
史
」
と
「
中
」
と
の
区
別
に
つ
い
て
、
確
認
し
て
お
く

（
末
尾
［
図
Ⅱ
］
参
照
）。「
史
」
は
「

」
の
系
列
字
に
属
し
、

左
右
の
画
が
横
画
よ
り
上
に
突
き
出
た
、
落
と
し
蓋ぶ
た

の
ご
と
き
形

体
を
も
ち
、
包
山
楚
簡
で
は
同
系
の
「

」
に
作
る
例
も
認
め
ら

れ
る
。
一
方
「
中
」
は
楕
円
形
の
「

」
に
作
り
、
と
く
に
包
山

楚
簡
や
郭
店
楚
簡
な
ど
の
筆
記
資
料
で
は
明
瞭
に
書
き
分
け
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
浙
大
楚
簡
の
「
史
」
は
「

」
に
作
ら

ず
、「
中
」
の
「

」
と
近
似
し
た
形
体
と
な
っ
て
お
り
、
戦
国

文
字
の
ご
と
き
書
き
分
け
は
認
め
ら
れ
な
い
［
図
８
］。

こ
う
し
た
字
体
上
の
齟
齬
は
「
史
」
と
同
系
の
「
事
」「
吏
」

の
用
例
に
お
い
て
、
さ
ら
に
明
瞭
と
な
る
。
戦
国
文
字
の
「
事
」

「
吏
」
の
用
例
は
例
外
な
く
す
べ
て
「
史
」
と
同
様
「

」
あ
る

い
は
「

」
に
作
る
（
末
尾
［
図
Ⅲ
］
参
照
）。
と
こ
ろ
が
浙
大

楚
簡
で
は
「
事
」
は
「

」
と
同
系
の
「

」
に
作
る
も
の
の
、

「
吏
」
は
十
五
例
す
べ
て
が
別
系
の
「

」
に
作
り
、
系
列
字
の

体
系
に
齟
齬
が
生
じ
て
い
る
［
図
９
］。

続
い
て
「

」
と
「

」
に
移
ろ
う
。
ま
ず
浙
大
楚
簡
に
お
け

る
用
例
を
み
る
と
、
両
者
は
書
き
方
を
異
に
し
、
形
体
面
に
お
い

て
も
明
瞭
に
区
別
さ
れ
て
い
る
［
図
10
］。
そ
し
て
こ
う
し
た
状

況
は
戦
国
文
字
と
も
合
致
す
る
。

と
こ
ろ
が
「

」
の
系
列
字
で
あ
る
「
會
」「
魯
」「
皆
」
を
み
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る
と
、
戦
国
文
字
は
す
べ
て
「

」
も
し
く
は
「

」
に
作
る
の

に
対
し
（
末
尾
［
図
Ⅳ
］
参
照
）、
浙
大
楚
簡
で
は
「
會
」
は
七

例
す
べ
て
「

」
に
作
る
も
の
の
、「
魯
」
は
二
例
の
う
ち
の
左

101
は
「

」、
左
111
は
別
系
の
「

」
に
作
り
、
さ
ら
に
「
皆
」

は
九
例
す
べ
て
別
系
の
「

」
に
作
る
［
図
11
］。
こ
の
よ
う
に

「

」
の
系
列
字
に
も
顕
著
な
齟
齬
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
方
「

」
の
系
列
字
で
あ
る
「
春
」「
旬
」
に
つ
い
て
も
、

戦
国
文
字
の
用
例
は
す
べ
て
「

」
に
作
る
の
に
対
し
（
末
尾

［
図
Ⅴ
］
参
照
）、
浙
大
楚
簡
で
は
「
春
」
は
二
例
と
も
「

」
に

作
る
が
、「
旬
」
を
構
成
要
素
と
す
る
「
荀
」
は
、
左
41
・
左

61
・
左
105
の
三
例
は
「

」、
左
附
3
は
別
系
の
「

」
に
作
り
、

同
様
の
齟
齬
が
認
め
ら
れ
る
［
図
12
］。

上
述
の
ご
と
く
「

」
と
「

」
と
の
混
淆
は
、
隷
変
に
伴
っ

て
両
者
の
書
法
上
の
書
き
分
け
が
曖
昧
に
な
っ
た
こ
と
に
起
因
す

る
。
し
た
が
っ
て
、
浙
大
楚
簡
の
ご
と
く
単
字
に
お
け
る
両
者
の

書
き
分
け
が
明
瞭
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
系
列
字
に
お

い
て
混
淆
が
生
じ
る
こ
と
は
決
し
て
あ
り
得
な
い
。
字
体
面
に
お

け
る
こ
れ
ら
の
顕
著
な
齟
齬
は
、「

」
と
「

」
お
よ
び
「

」

と
「

」
と
を
区
別
し
な
い
書
写
習
慣
を
も
つ
書
き
手
が
、
古
代

字
体
の
体
系
性
を
理
解
し
な
い
ま
ま
、
戦
国
文
字
を
部
分
的
に
参

照
し
つ
つ
書
写
し
た
こ
と
を
如
実
に
示
す
も
の
で
あ
り
、
浙
大
楚

簡
が
偽
簡
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
明
確
な
証
拠
と
見
な
さ
れ
る
。

［
図
８
］
浙
大
楚
簡
の
用
例
「
史
」「
中
」

［
図
９
］
浙
大
楚
簡
の
用
例
「
事
」「
吏
」
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［
図
10
］
浙
大
楚
簡
の
用
例
「
曰
」「
日
」

［
図
11
］
浙
大
楚
簡
の
用
例
「
會
」「
魯
」「
皆
」

［
図
12
］
浙
大
楚
簡
の
用
例
「
春
」「
荀
」

（ 71 ）



六
、『
左
伝
』
以
外
の
諸
篇
の
信
憑
性

最
後
に
『
左
伝
』
以
外
の
諸
篇
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
ま

ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、『
卜
筮
祭
禱
』
お
よ
び
『
遣
策
』
に
『
左

伝
』
と
同
じ
書
写
者
に
よ
る
同
筆
簡
が
存
在
す
る
点
で
あ
る
。
残

存
字
数
の
少
な
い
残
簡
に
つ
い
て
は
書
風
の
み
の
分
析
に
頼
ら
ざ

る
を
得
ず
、
な
お
確
拠
を
得
が
た
い
も
の
も
含
ま
れ
る
が
、
取
り

あ
え
ず
初
歩
的
な
分
析
結
果
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
ご
と
く
で
あ

る
。『

卜
筮
祭
禱
』

簡
1
・
簡
9
～
簡
20
〈『
左
伝
』
と
同
筆
〉

簡
2
～
簡
8
〈
別
筆
〉

『
遣
策
』

簡
2
～
簡
33
〈『
左
伝
』
と
同
筆
〉

簡
1
〈
別
筆
〉

両
者
と
も
に
『
左
伝
』
と
同
じ
書
写
者
に
よ
る
簡
を
中
心
と
し

な
が
ら
、『
左
伝
』
と
は
異
な
る
別
筆
と
見
な
さ
れ
る
簡
が
少
数

存
在
す
る
。
こ
の
別
筆
簡
の
真
偽
に
つ
い
て
は
サ
ン
プ
ル
数
が
少

な
い
た
め
十
分
に
見
極
め
が
た
い
部
分
も
残
る
が
、
い
ず
れ
に
し

て
も
『
左
伝
』
と
の
同
筆
簡
を
含
む
『
卜
筮
祭
禱
』
お
よ
び
『
遣

策
』
を
真
正
な
資
料
と
し
て
扱
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

一
方
『
日
書
』
の
『
玉
勺
』
簡
1
正
・
背
、
簡
2
正
・
背
お
よ

び
『
四
日
至
』
簡
1
正
・
背
は
同
一
人
の
筆
跡
で
『
左
伝
』『
卜

筮
祭
禱
』『
遣
策
』
と
は
書
風
を
異
に
す
る
。
両
篇
は
書
法
面
に

お
い
て
様
式
上
の
破
綻
が
甚
だ
し
く
、『
玉
勺
』
簡
2
正
に
は
薄

れ
た
墨
を
上
か
ら
な
ぞ
っ
た
不
自
然
な
補
筆
（
例
え
ば
「
丑
」

「
庚
」「
唇
」「
癸
」
な
ど
）
が
目
立
ち
、
疑
問
と
す
べ
き
点
が
多

い
。さ

ら
に
形
式
面
に
お
い
て
も
、『
玉
勺
』
簡
1
背
お
よ
び
『
四

日
至
』
簡
1
正
・
背
、
簡
2
正
・
背
の
簡
首
が
す
べ
て
冒
頭
の
空

白
を
あ
け
ず
、
簡
端
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
か
ら
書
写
さ
れ
て
い
る

の
に
対
し
、『
玉
勺
』
簡
1
正
の
み
が
簡
首
の
缺
損
を
避
け
る
形

で
冒
頭
部
分
を
空
白
に
し
て
お
り
、
缺
損
後
の
竹
簡
を
用
い
て
書

写
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

こ
の
よ
う
に
『
左
伝
』
以
外
の
諸
篇
に
つ
い
て
も
、
そ
の
信
憑

性
は
低
い
と
見
な
さ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

結　

語

以
上
、
本
稿
で
は
邢
文
氏
が
「
辨
偽
」
に
お
い
て
提
起
し
た
論

点
の
う
ち
と
く
に
重
要
と
見
な
さ
れ
る
簡
長
と
章
法
を
中
心
に
検

証
を
加
え
、
併
せ
て
字
体
の
観
点
か
ら
若
干
の
補
足
を
試
み
、
浙

大
楚
簡
が
偽
簡
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
稿
を
結
ぶ
に
あ
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た
り
、
本
稿
執
筆
の
動
機
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。

筆
者
が
『
浙
江
大
学
蔵
戦
国
楚
簡
』
を
国
内
の
中
国
書
籍
専
門

店
か
ら
入
手
し
た
の
は
、
五
月
の
連
休
明
け
（
五
月
八
日
）
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
、『
左
伝
』
の
通
行
本
と
対
照
し
な
が
ら
竹
簡

の
文
字
を
確
認
し
て
い
く
作
業
を
少
し
ず
つ
継
続
し
て
い
た
が
、

そ
の
過
程
で
浙
大
楚
簡
の
字
体
に
重
大
な
時
代
的
齟
齬
が
存
在
す

る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
邢
文
氏
の
「
辨
偽
」
が
『
光
明
日
報
』
に

掲
載
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
の
は
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
で
あ
っ
た

が
、「
辨
偽
」
を
一
読
し
、
こ
の
邢
氏
の
論
文
に
よ
っ
て
浙
大
楚

簡
が
偽
簡
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
十
分
に
論
証
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
上
に
別
の
論
点
か
ら
偽
簡
で
あ
る
こ
と
を
言
い
立
て
て
も
、
学

術
的
に
あ
ま
り
意
味
が
な
い
と
感
じ
た
。
と
こ
ろ
が
「
辨
偽
」
に

対
す
る
曹
錦
炎
氏
の
反
論
が
『
光
明
日
報
』
に
掲
載
さ
れ
て
論
争

に
発
展
し
、
さ
ら
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
浙
大
楚
簡
を
真
簡

と
見
な
す
論
考
が
発
表
さ
れ
る
事
態
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
論

争
は
少
な
く
と
も
公
の
場
で
は
な
お
継
続
中
で
あ
り
、
浙
大
楚
簡

の
真
偽
問
題
に
つ
い
て
研
究
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
見
解
を

表
明
す
る
こ
と
は
無
意
味
で
は
な
く
、
と
く
に
戦
国
簡
牘
の
文

字
・
書
法
に
関
す
る
研
究
を
継
続
し
て
き
た
者
に
と
っ
て
は
責
務

で
も
あ
る
と
考
え
る
に
至
っ
た
。

ま
た
盗
掘
後
に
購
得
さ
れ
た
戦
国
竹
簡
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て

上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
の
偽
簡
説
が
さ
さ
や
か
れ
、
近
い
と

こ
ろ
で
は
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
『
保
訓
』
を
偽
簡
と
見
な
す
論

文
が
複
数
の
研
究
者
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
ご
と
く
、
こ
れ
ま
で

疑
問
の
余
地
の
な
い
資
料
に
対
し
て
も
疑
惑
が
絶
え
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
考
慮
す
れ
ば
、
今
回
の
事
例
が
逆
に
こ
れ
ら
の

貴
重
な
資
料
に
対
し
て
無
用
の
疑
義
を
再
発
さ
せ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
十
分
な
検
証
を
重
ね
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

本
稿
は
こ
の
よ
う
な
意
図
の
も
と
に
執
筆
さ
れ
た
。
諸
賢
の
ご

指
正
を
得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

注

（
１
）
以
下
、
浙
大
楚
簡
の
釈
文
の
引
用
は
『
浙
江
大
学
蔵
戦
国
楚
簡
』（
浙

江
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）、『
左
伝
』
の
通
行
本
の
引
用
は
『
十

三
経
注
疏
整
理
本 

春
秋
左
伝
正
義
』（
北
京
大
学
出
版
社
、二
〇
〇
〇
年
）

に
よ
る
。

（
２
）
以
下
、
浙
大
楚
簡
の
図
版
は
『
浙
江
大
学
蔵
戦
国
楚
簡
』
の
「
図
版
」

お
よ
び
「
放
大
図
版
」
に
よ
る
（［
図
1
］
～
［
図
6
］）。

（
３
）
ち
な
み
に
『
浙
江
大
学
蔵
戦
国
楚
簡
』
の
「
釈
文 

注
釈
」
に
記
さ
れ

て
い
る
『
玉
勺
』（
二
簡
）
お
よ
び
『
四
日
至
』（
一
簡
）
の
簡
長
の
デ
ー

タ
と
図
版
を
計
測
し
た
簡
長
と
を
較
べ
る
と
次
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。

真
偽
問
題
解
決
の
た
め
に
も
、『
玉
勺
』『
四
日
至
』
以
外
の
竹
簡
の
個

別
の
簡
長
デ
ー
タ
の
公
表
が
望
ま
れ
る
。
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篇　

名

実
際
の
簡
長

図
版
の
簡
長

�

一
号
簡

『
玉
勺
』�

二
号
簡

二
八
・
五
㎝

三
〇
・
八
㎝

二
八
・
四
㎝

二
九
・
四
㎝

『
四
日
至
』

二
八
・
八
㎝

二
八
・
七
㎝

（
４
）
確
認
の
た
め
に
「
放
大
図
版
」
九
七
頁
の
簡
110
の
カ
ラ
ー
画
像
を
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
に
取
り
込
ん
で
拡
大
し
て
み
た
が
、
墨
の
痕
跡
は
見
い
だ

せ
な
か
っ
た
。

（
５
）
た
だ
し
例
示
し
た
簡
90
冒
頭
の
「
車
」
字
は
、「
放
大
図
版
」
八
七
頁

に
は
存
在
す
る
が
「
図
版
」
二
〇
頁
に
は
見
え
ず
、
釈
文
一
五
五
頁
で

は
簡
89
の
末
尾
に
缺
失
字
の
補
入
を
示
す［
車
］と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
注
釈
に
も
こ
の
点
に
関
す
る
言
及
は
見
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
６
）
包
山
二
号
墓
出
土
竹
簡
四
四
八
枚
の
う
ち
、
有
字
簡
二
七
八
枚
に
対

し
て
、無
字
簡
が
一
七
〇
枚
を
占
め
る（
湖
北
省
荊
沙
鉄
路
考
古
隊
編『
包

山
楚
墓
』
上
冊
、
二
六
五
～
二
六
六
頁
、
文
物
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）。

な
お
無
字
簡
の
出
土
例
は
、
少
数
な
が
ら
曾
侯
乙
墓
や
郭
店
楚
墓
な
ど

に
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）
例
え
ば
、
劉
紹
剛
「
従
文
字
形
体
和
書
法
看
〝
浙
大
簡
〟」（『
光
明
日

報
』、
二
〇
一
二
年
七
月
二
日
）
は
、
邢
文
氏
が
指
摘
す
る
文
字
・
書
法

上
の
疑
点
を
晋
系
文
字
と
の
関
連
や
俗
体
・
訛
変
な
ど
に
よ
っ
て
解
釈

し
得
る
可
能
性
を
指
摘
し
、
後
代
の
楷
書
や
行
書
・
草
書
に
適
用
さ
れ

る
書
法
の
概
念
や
術
語
を
用
い
た
邢
氏
の
分
析
は
適
切
で
な
い
と
す
る
。

（
8
）
以
下
、
浙
大
楚
簡
の
字
体
の
用
例
は
『
浙
江
大
学
蔵
戦
国
楚
簡
』
附

録
「
字
表
」
に
よ
る
（［
図
7
］
～
［
図
12
］）。

（
9
）
以
下
、
比
較
の
便
宜
上
、
湯
餘
恵
主
編
『
戦
国
文
字
編
』（
福
建
人
民

出
版
社
、二
〇
〇
一
年
）
に
よ
り
当
該
字
の
用
例
を
末
尾
に
掲
げ
た
（［
図

Ⅰ
］
～
［
図
Ⅴ
］）。

（
10
）
代
表
的
な
論
考
に
「
釈
史
」（『
甲
骨
金
文
学
論
叢
』
初
集
〈
一
九
五

五
年
〉、『
白
川
静
著
作
集
』
別
巻 

甲
骨
金
文
学
論
叢
［
上
］〈
平
凡
社
、

二
〇
〇
八
年
〉
再
収
）、「
載
書
関
係
字
説
―
古
代
の
詛
盟
祝
禱
儀
礼
と

文
字
―
」（『
甲
骨
金
文
学
論
叢
』
第
四
集
〈
一
九
五
六
年
〉、
同
著
作
集

再
収
）
な
ど
が
あ
る
。

［
付
記
］
本
稿
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
十
五
日
に
大
阪
大
学
で
開
催
さ
れ

た
第
四
十
八
回
中
国
出
土
文
献
研
究
会
に
お
け
る
筆
者
の
発
表
「
浙
江

大
学
蔵
戦
国
楚
簡
の
真
偽
問
題
に
つ
い
て
」
を
も
と
に
定
稿
と
し
た
も

の
で
あ
り
、平
成
二
十
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
戦

国
簡
牘
文
字
の
多
様
性
と
変
遷
に
関
す
る
実
証
的
研
究
」（
課
題
番
号

24520466

）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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［
図
Ⅰ
］
戦
国
文
字
の
用
例
「
侯
」「
志
」（『
戦
国
文
字
編
』
三
三
六
頁
／
七
〇
〇
頁
）

（ 75 ）



［
図
Ⅱ
］
戦
国
文
字
の
用
例
「
史
」「
中
」（『
戦
国
文
字
編
』
一
八
四
頁
／
二
一
頁
）

（ 76 ）



［
図
Ⅲ
］
戦
国
文
字
の
用
例
「
事
」「
吏
」（『
戦
国
文
字
編
』
一
八
五
頁
／
二
頁
）

（ 77 ）



［
図
Ⅳ
］
戦
国
文
字
の
用
例
「
會
」「
魯
」「
皆
」（『
戦
国
文
字
編
』
三
三
二
頁
／
二
二
二
頁
／
同
上
）

（ 78 ）



［
図
Ⅴ
］
戦
国
文
字
の
用
例
「
春
」「
旬
」（『
戦
国
文
字
編
』
三
九
頁
／
六
一
九
頁
）

（ 79 ）




